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本センター紀要の前号 (第 2号)では､定時公開実験授業の実施に向けて予備的 ･前提的な考察を行い､それを報



































































































































































の公開授業で私たちがもっとも痛感 したことである｡ 大学の教員を相手に､研修などで上からいきなり ｢こうしなさ
い｣ といって押 しつけても､誰もまともには取り合わない ｡ 互いに手をつなぎあって､相互研修を行うほかはない｡






























































































































































































側面から支えたと考えることもできる｡ そればかりではない ｡ この制度化の理念は､教養の保持如何を尺度とする社
会的選別に正当化根拠 (｢真理探究によって深められた道徳的教養｣)を与えて､新たな身分ないし階層 (たとえば旧
上層階層のフランス的 ｢文明｣に対抗する ｢文化｣の内面化を示差基準とするドイツにおける中産階級)を固定化し
ようとする社会的機制と連動 したと考えることもできるのである. しかしこのようなフンボル トの ｢一致｣の理念が
崩壊する道筋もまた､あさらかである.｢一致｣の理念が切り開き可能にした学問の発展における不可避的な専門分
化が､｢一致｣の理念そのものの現実的成立基盤をじょじょに掘り崩すのである｡
すでにウェーバーは､第一次世界大戦直後の講演 r職業としての学問』12)において､ ドイツの大学 もまたアメリカ










わる.ヤスパースのいう ｢理念｣や ｢精神｣や ｢実体｣の由来を尋ねるなら､これをウェーバーの ｢実体｣ないし
｢精神｣を経由して､フンボル トの理念にまで遡行することができるだろう｡ しかしこの ｢理念｣については､今日
では ｢すでにすっかり失われたもの｣としてしか語ることはできないのである｡
--バーマス14)は､-イデルベルク大学創立六百年祭の記念講演で､ヤスパ ー ス の ｢理念｣を想起しつつ以下のよ
うに述べている｡学問体系の不可避的かつ加速度的な細分化に対応して､大 学 構 成 員 た ちの分化とシステム的組織化



























































































































































































が提言する ｢多岐にわたる教育の改善方策｣- ｢授業計画の作成 ･公表や､教員の教授内容 ･方法の改善 ･向上の
取り組み (ファカルティ･デベロップメント)､カリキュラム･ガイダンスの充実､情報処理能力や外国語能力の向
上のための授業の充実､ゼミナール形式の授業の実施､ティーチング･アシスタントの活用｣- を紹介し､ このう



























いて ｢研究｣と ｢教育｣を分離せず､むしろ両者を密接な連関に位置づけようとする点にある｡ ボイヤーは､これと
関連 して以下のように記している｡
｢大学教授の仕事は､それが他者によって理解される時だけ､きわめて大切なものになる｡ たしかに今日､教育は､


















移すればよい｣という助言を与えて､いわば ｢肩の力｣を抜かせ､ リラックスさせる｡ しかもまさにこのリラックス
こそが難 しい技であることも､よく理解されている. このエル トンの見解はたしかに､ボイヤーのように ｢大学の教
師の教授活動がその研究活動に見返りを与える｣というフンボル ト以来の伝統にしたがうダイナ ミックな発想を､明
示的直接的には含んでいない｡ しかし､この ｢研究と教育に態度の上での一貫性をもつべきだ｣というエル トンの見
解には､含意的には ｢研究と教育の一一致｣ という伝統的な発想が込められているものと考えて良かろうO この意味で
は両者の規定もまた､欧米では大学教員の在り方を考えようとすると ｢研究｣と ｢教育｣を密接な連関においてとら


















































部分的な構成契機として､後者 (③および文部省の規定)を位置づけることができるだろう｡ 前者を ｢広義のFD｣､






































































































(Bowen,H)は､大学の制度的な目的として､①文化の保存･伝達 ･発展､(参学生の成長､③市民 ･指導者 ･労働
ー18-
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題となる｡ さらに､大学におけるファカルティの特殊性 (教授職の専門性に関する議論を想起されたい)に留意 して､
自発性や自己決定性が最大限に尊重されるべきである｡ したがって第一に､セ ミナーは何らかの知識や技術を伝達す
るよりも､なによりもまず､教師集団の ｢自覚化と集団化のきっかけ｣になるべきである｡ さらに第二に､初任者研






























































3)前掲拙稿 ｢定時公開授業 [ライフサイクルと教育](1)- 平成8年度実施のために- ｣150頁以下を参照｡ な
お､ここでは学生の ｢反知性主義｣という言葉を用いていたが､本稿ではこれを用いず､｢脱知性主義｣ という
幾分ニュー トラルな言葉を用いる｡ このことについては､注の6)を参照のこと｡
4)授業をフィール ドとして捉える事の意味については､前掲書 F開かれた大学授業をめざして- 京都大学公開実
験授業の一年間』34-41頁を参照.









り､逆に過剰にコミットすることも ｢ダサくて｣｢やば｣である｡ このような ｢ほどはど｣の距離感に対 して､
｢反知性主義｣という積極的なラベルを貼りつけることは､たしかに ｢やぼ｣なことである｡ この点を指摘 して
くれた教育学研究科での私の大学教授法講義の受講生諸君に､ここで謝意を記しておきたい｡
私たちは､この ｢ほどほど｣の距離感こそが､むしそ高度産業社会に適応せざるをえない人々の適応形式であ








ちの- ｢広告代理店型知｣が ｢武士型組織文化｣にもとづく ｢大学型知識｣を圧倒 し凌駕してきていることか
ら説明する竹内洋の議論 (竹内洋 ｢大学型知識の終駕｣『IDE』1993年4月号)や､｢学生文化｣が70年前後大学
紛争時の ｢カウンター･カルチャー｣から80年前後 ｢ステユーデント･ビジネス｣にみられる ｢カウンター･カ
ウンター ･カルチャ ｣ーをへて90年代には ｢カウンター･カウンター ･カウンター ･カルチャ ｣ーとして ｢大人






デル (ウィリス､熊沢 ･山田訳 『-マークウンの野郎ども』サイマル出版1985年)を援用していえば､大学がい


















































12)ウェーバー 尾高邦男訳 『職業としての学問JI岩波文庫 (Weber,M.,WissenschaftalsBeruf.1904in;Gesam一
melteAufsatzezurWissenschaftlehre.J.C.B.Mohr.2.Auf.1951)
13)ヤスパース､森昭訳 『大学の理念』理想社 1975年
14)--バーマス ｢大学の理念- 学習過程｣(前掲書ガダマ-他 r大学の理念j所収)
15)青年文化のサブカルチャー化については､注6を参照｡この注ですでに示したように､高度産業社会における新
たな青年文化について､筆者は､かつて ドイツ教育学会で詳細な報告を試みた｡ここでの議論を発展させて､青
年の- 外見上の- ｢脱知性主義｣のうちに潜んでいる新たな ｢健全な知性主義｣を抽出し､この新たな ｢知
性主義｣との一般教育における連携について論じなければならない｡これについても別の機会を考えたい｡
16)教員の養成と研修の一般的 ･全体的な理論的見通しについては､拙稿 ｢教員養成の人間学的 ･歴史的基盤とその
制度化- 人間形成論的考察- ｣(平成 4年度大学教育方法等改善経費による研究報告書/研究代表者田中毎




17)文部省編 『平成7年度 我が国の文教施策 (新しい大学像を求めて- 進む高等教育の改革』











23)ルウィス･エルトン著 香取草之助監訳 『高等教育における教授活動- 評定と訓練』東海大学出版会1989年
(LewisElton,TeachinginHigherEducation;ApprisalandTraining,KoganPageLtd1987)58-9貢
24)Mathis,B.C.,"FacultyDevelopment",InH.E.Mitzel(ed.)EncyclopediaorEducationalResearch.(5th













30)前掲 ｢続 大学は変わる- 大学教員懇談会10年の軌跡』159-60頁
31)ローマン､阿部他訳 r大学のティーチングJ1986年









37)最近私は､拙稿 ｢大学院における現職教育- ライフサイクルの観点から- ｣(平成 8年度京都大学学内助成
研究プロジェクト報告書 『教師再教育システムの開発研究』天野正輝代表)で､大学院における現職教員の研修
を ｢教師のライフサイクル｣の観点から議論 した｡この議論の理論的基礎は､前掲拙稿 ｢教員養成の人間学的 ･
歴史的基盤とその制度化- 人間形成論的考察- ｣で提出した.大学教員のライフサイクルとそれに対応 した
FDシステムについては､これらの議論に基づいて､別の機会に議論することにしたい｡
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